
 
 

 

DJS-1000 ファームウェア -  変更履歴 

Ver.1.20（2022 年 10 月 13 日更新） 

[新規] 

 CDJ-3000とDJS-1000合わせて最大6台までPRO DJ LINK接続が可能になりました。 

※ご使用の際にはCDJ-3000のファームウェアも最新版にアップデートしてください。 

 UTILITY内にPlayback modeを追加しました。従来のPlayer modeに加えて、Drum 

Machine modeを選択でき、BEAT SYNC時にDJS-1000がMASTER PLAYERにならない動作に

することが可能になりました。 
 

Ver.1.12（2020 年 1 月 21 日更新） 

[修正] 

 タッチディスプレイについて軽微な問題の修正を行いました。 
 

Ver.1.11（2018 年 6 月 19 日更新） 

[修正] 

 外部機器の MIDI クロックをマスターとして使用した状態で LIVE SAMPLING を行う

と、サンプリングした音源が歪むことがある問題を修正しました。 
 

Ver.1.10（2018 年 2 月 14 日更新） 

[新規] 

 SHIFT を押しながらタッチスクリーン上で複数のトラックを選択することで、複数

トラックのボリュームを同時に調整できるようになりました。 

 DJS-TSP Project Creator を使用してコンピューター内のプロジェクトファイルを実

機にロードできる機能を追加しました※。 

※ 本機能を利用するためには、DJS-1000 ファームウェア 1.10 以降及び DJS-TSP 

Project Creator 1.1.0 以降が必要です。 

[改善] 

 使用できるサンプル音源の長さの制限を 64 秒に拡大しました。 

 MUTE 中のトラックのレベルメーター表示に対応しました。 

 HOME 画面で FX 選択されているトラックを表わすアイコンを追加しました。 

 PERFORMANCE FX のエフェクトのアイコンを長押しすることでサブパラメーター

をデフォルト値に戻せるようになりました。 

 パターン長を長くしたときに元のパターンをコピーする仕様に変更しました。 





Ver.1.03（2017 年 10 月 19 日更新） 

[修正] 

 ビートシンク使用中に REC LENGTH に設定されている拍数に合わせて手動で LIVE 

SAMPLING を繰り返すとフリーズすることがある問題を修正しました。 

[改善] 

 電源 ON 時の起動処理について改善しました。 


